
 

 

 

十一条 鶴見様  太田様  藤原様  岡崎様 
西本様  正来様  田丸様  塚田様 
寺澤（美）様  町田様  新谷様  北市様 
堀山様  宮本（仁）様  田村様  安井様 
室川様  小山（麻）様  関戸様  三森様 
上出様  舟津様 
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穏やかな笑顔を忘れず 

人生の峠を越える 

 

 

●興進は、年を越えた一九八四年一月二日の

早朝、天の国へと旅立ちました。ちょうど一月

まえに十七歳の誕生日を迎えたばかりでし

た。育てた子供を先に送り出す妻の悲しみは

筆舌につくしがたいものでしたが、声を出し

て泣くどころか涙さえ流すことができません

でした。私たちは霊魂の世界を知っています。

人の霊魂は命を失ったからといって埃のよう

に消えてしまうものではなく、霊魂の世界に

行きます。しかし、愛する子供ともはやこの世

で会うことも触れることもできないというこ

とは、親として耐えがたい苦痛です。思いど

おりに泣くこともできなかった妻は、興進を乗

せた霊柩車を何度も撫でていました。 

 このような大きな苦労を経験するたびに

心に衝撃を受けたはずですが、妻はよく乗り

越えてくれました。いくら困難で大変な状況

の中でも、妻は穏やかな笑顔を忘れずに人生

の峠を越えてきました。信徒たちが子供の問

題で妻に相談に来ると、妻は笑顔で答えま

す。 

「待ってあげましょう。子供たちが道に迷うの

は一時のことで、いつか過ぎ去ります。子供

たちが何をしても、絶えず抱き締めるような

気持ちで愛してあげながら、あとは待ちましょ

う。子供たちは必ず両親の愛の懐の中に戻っ

てきます」。 

 

（平和を愛する世界人として P２１１～２１２） 

 


